
Ⅳ 精神保健班

１ 精神保健福祉事業

（１）精神保健福祉法等に基づく業務

（２）相談業務

（３）社会復帰事業

（４）関係機関とのネットワークづくり

（５）自助組織支援



１ 精神保健福祉事業

精神保健医療福祉施策は、「入院医療中心から地域生活中心へ」という大きな流れ

のもと展開されている。

当保健所では、「精神保健福祉法」、「障害者総合支援法」及び「自殺対策基本法」

に基づき、精神疾患の早期治療の促進及び適正医療の提供や、自立、社会復帰及び

社会参加の促進を図るため、下記の業務を行っている。

（１）精神保健福祉法等に基づく業務

○自立支援医療（精神通院）及び精神障害者保健福祉手帳申請に関する事務

○医療保護入院・措置入院に関する事務

○緊急時の対応及び関連する事務（22条申請・23条通報・34条移送）

○精神科病院実地指導

○精神保健福祉相談（来所相談・電話相談・訪問指導）

○精神科医による精神保健福祉相談

○酒害相談

○自殺対策事業（自殺予防週間・自殺予防強化月間）

○依存症対策総合支援事業（ｱﾙｺｰﾙ関連問題啓発週間・ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙ等依存症問題啓発週間)

○管内精神科病院・地域関係機関連絡会議

○管内市町村自殺対策担当者会議

○退院前支援調整会議・事例支援会議

○市町村及び関係機関との連絡調整会議

○精神保健福祉従事者研修会

○自殺対策相談従事者研修会

○個別支援

○相談・情報提供・技術協力・支援

精
神
保
健
福
祉
業
務

関係機関との
ﾈｯﾄﾜｰｸづくり

市町村への
協力及び支援

研　修

○措置入院者退院後支援事業

普及啓発

○断酒会及び断酒家族会支援
自助組織
支援

入院及び
通院医療
関係事務

相談・訪問
指導

社会復帰及び
自立と社会参
加への支援

○精神障害者地域移行・地域定着支援事業

-79-



ア 自立支援医療費（精神通院）支給認定状況（障害者総合支援法第58条）

通院による医療を積極的にすすめ、適正な医療を普及するため、精神保健福祉法

第32条に基づく通院医療費公費負担制度が実施されてきた。平成18年4月より「障

害者自立支援法」（※1）が施行され、「自立支援医療費（精神通院）」へ移行した。

自立支援医療費の9割は医療保険各法及び公費で負担され、1割は原則自己負担であ

るが、沖縄県では復帰特別措置法に基づき、その１割についても公費負担となって

いる。 （※1 平成25年4月「障害者総合支援法」施行）

表1 市町別・疾病分類別自立支援医療費（精神通院）支給認定者数

令和２年度

図１ 自立支援医療費（精神

通院）支給認定申請総件数

管内市町村で受け付けた

「新規・再認定・変更」等の

申請は、保健所へ進達され処

理される。

過去5年間の申請総件数は、

年1,000件ペースで増加して

いる。
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イ 精神障害者保健福祉手帳交付状況（精神保健福祉法第45条）

精神障害者に対して各種の支援策を促進し、福祉の向上を図るため、平成7年の

精神保健福祉法改正時に創設された制度である。有効期間は2年間で、更新するこ

とができる。

表2 市町村別、等級別精神障害者保健福祉手帳交付件数

令和２年度

ウ 医療保護入院届出状況（精神保健福祉法第33条1項・3項・4項）

自傷他害のおそれはないが、精神保健指定医による診察の結果、医療及び保護の

ため入院が必要と認められた者について、本人の同意が得られない場合に家族等の

同意により行う入院制度である。入院日から10日以内に知事への届出が必要である。

表3 管内医療機関の疾病別医療保護入院届出数

医療保護入院届出数は年々増加し、令和２年度は1,316件で令和元年度より94件

増加している。疾患別で見ると統合失調症が最も多く、近年ではアルツハイマー型

認知症が増加傾向にある。
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図2 管内医療保護入院届件数の推移

エ 申請・通報・届出、措置診察等の状況

措置入院とは、その精神症状により入院させなければ「自傷他害」のおそれのあ

る精神障害者（疑いのあるものを含む）に対して、知事の権限でなされる強制力を

有する入院の形態で、いわゆる行政処分である。

一般人の申請、警察官の通報、精神病院管理者の届出等を受理し、調査のうえ診

察の必要があると認めたものについて指定した精神保健指定医に診察させ、2人の

指定医が入院措置の必要があると診断した場合に措置入院となる。

表4 年度別申請・通報・届出・措置診察等の状況

図3 申請・通報件数と措置入院者数の推移

1,028 

1,145 
1,195 1,222 

1,316 

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

H28 H29 H30 R1 R2

（件）

（年度）

事項

一
般
人
の

申
請

警
察
官
通
報

精
神
病
院

管
理
者
の

届
出

そ
の
他

　
要
措
置

年度 （法第22条） （法第23条） （法第２６条の２） （法第２７条第２項）（法第7条） （法第29条）

平成28年度 75 0 74 1 0 0 59 14 2
平成29年度 72 5 67 0 0 0 52 17 3
平成30年度 55 1 53 1 0 1 41 10 4
令和 1年度 53 0 53 0 0 0 37 15 1
令和 2年度 63 2 61 0 0 0 46 13 4

診察を受けた者（人）

　
措
置
不
要

左　の　内　訳（件）　
申
請
・
通
報
・

届
出
等
件
数

（
件

）

調
査
に
よ
り
診
察

の
必
要
が
な
い
と

認
め
た
者

（
人

）

酩
酊
者
規
制
法

（
件

）

56 54

75 72

55 53

63

11 13 14 17
10

15 13

0

10

20

30

40

50

60

70

80

0

10

20

30

40

50

60

70

80

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

(人)(件)

通報

申請

要措置

(入院)

-82-



オ 精神科病院実地指導（精神保健福祉法第38条の6)

（ア）目的：精神科病院の実施指導及び実施審査をすることで、よりよい精神医療

と適切な管理運営を図り、精神保健福祉施策の推進と質の向上を目的

とする。

（イ）概要：「沖縄県行政機関設置条例」第５条により当保健所の所管区域とされ

ている市町村にある13病院に対し実施している。

令和2年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、立入

での調査は行わず、書類検査のみの実施となっている。

（ウ）主な指導項目（沖縄県精神科病院実地指導実施要領抜粋）

※県外での精神科病院における虐待事件を受けて「虐待防止の体制整備の状況

について」指導項目が追加された。

①過去の実施指導に対する改善状況について

②精神科病院内の設備等について

③医療環境について

④精神保健指定医について

⑤指定病院について

⑥措置入院・医療保護入院･応急入院・任意入院について

⑦入院患者の通信面会について

⑧入院患者の隔離及び身体拘束について

（２）相談業務

ア 来所相談・電話相談・訪問指導（精神保健福祉法第47条・48条）

精神障害者本人や家族及び関係機関等からの相談内容は、医療機関への受診相談

や対応方法、生活に関することまで多岐にわたる。相談業務は精神保健福祉相談員

と保健師が対応している。

表5 相談状況 令和2年度

延人員（人）

実 人 員
老人

社会復帰 ｱﾙｺｰﾙ 薬物 思春期
心の健康

その他 計（人）
精神保健 づくり

来所相談 54 0 0 12 0 1 4 72 89

電話相談 5 11 79 9 4 29 977 1,114

訪問指導 35 0 4 4 4 0 0 126 138

来所相談・電話相談・訪問指導の「その他」は統合失調症も含まれている。

イ 精神科医による精神保健福祉相談（精神保健福祉法第47条）

（ア）目的：精神障害者（疑いも含む）やその家族及び支援関係者が、精神科医師

による医学的判断や対応等に関する助言、必要な保健・医療・福祉サ

ービスの情報を得ることができ、対象者が安心して生活できることを

目的とする。
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（イ）日時：毎月1回 原則第4水曜日 午後2時～4時（予約制）

（ウ）場所：南部保健所 精神相談室又は訪問先等

（エ）方法：来所相談、家庭訪問

表6 精神科医による精神保健福祉相談実施状況

※相談種別の「その他」は精神疾患の未治療者・治療中断者であり、対応方法

や受診に関する相談内容であった。

ウ 酒害相談

アルコール関連問題で悩んでいた自分自身の体験をもとに断酒会会員が、飲酒

者本人やご家族に対し、月1回相談に応じている。

表7 酒害相談実施状況

年度
実施回数 相談実数（断酒会に繋がった人） 相談延数

（回） （人） （人）

平成30年度 3 3（0） 6

令和1年度 0 0（0） 3

令和2年度 4 2（0） 4

エ 管内離島精神保健福祉相談

（ア）目的：管内離島町村は、地理的条件により精神科医療及び相談等において不

便を余儀なくされている。離島における精神障がい者（疑いも含む）

やその家族及び支援者等が、精神科医師による医学的判断の他、担当

保健師等による対応等に関する助言、必要な保健・医療・福祉サービ

スの情報を得ることができ、対象者が安心して生活できることを目的

とする。

※令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響により開催なし。

※令和3年度以降は、通常の相談業務の中で管内離島も含めた精神保

健福祉相談業務を行うこととする。

（３）社会復帰事業

ア 通院患者リハビリテーション事業（社会適応訓練事業）

精神障害者を協力事業所に一定期間通わせ、集中力、対人能力、仕事に対する持

久力、環境適応能力等を養うことで、再発防止と社会復帰の促進を図ることを目的

とする。

※令和元年度に最後の対象者1名が訓練終了となり、この事業は終了となった。

老人
精神保健

（人）

ｱﾙｺｰﾙ
（人）

薬物
（人）

思春期
（人）

心の健
康づくり

（人）

その他
（人）

受診の
相談
（人）

病気の
有無判断

（人）

対応に
ついて
（人）

その他
（人）

平成30年度 5 5 5 - - - - - 5 1 3 5 -

令和1年度 4 8 8 1 - - - - 3 3 1 4 -

令和2年度 2 3 3 - - - - - 3 2 1 1 -

相談内容

年度
実施
回数
（回）

相談
実人員
（人）

相談
延人員
（人）

相談種別
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イ 措置入院者退院後支援事業

（ア）目的：措置入院者が、退院後にどこの地域で生活することになっても必要な

医療を継続でき、社会復帰及び自立と社会経済活動への参加促進等、

包括的な支援を受けられるようにする。

※令和2年度は新型コロナウイルス感染症流行に伴い、積極的疫学調

査が業務の中心となったため、陽性者が少ない時期に支援を行った。

（４）関係機関とのネットワークづくり

ア 管内市町村精神保健福祉主管課長及び担当者会議

（ア）目的：管内精神保健福祉担当者及び南部保健所が情報交換や事業の検討を

行い、相互の連携の強化を図り、精神保健福祉事業のさらなる向上

のために市町村精神保健福祉主管課長及び担当者会議を実施する。

※令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響により開催なし。

イ 南部保健所精神障がい者地域支援者連絡会議

（ア）目的：精神障がい者が住み慣れた地域を拠点とし、本人の意向に即して、

充実した生活を送ることができるよう、関係機関連携の下で、医療、

福祉等の支援を行うという観点から、入院から地域生活へ移行するた

めの支援を推進する。

※令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響により圏域全体を対

象とした連絡会議は開催していないが、久米島町において関係機関

との連携を強化する目的で調整会議を実施した。

（イ）実施状況（久米島町における調整会議）

日時：令和2年7月及び令和3年3月の計2回開催

場所：久米島病院

内容：久米島町における医療相談体制の構築について

参加人数：延べ15人（病院職員、町職員等）

※久米島での会議開催に向けて、県立中部病院、県立精和病院、県立総合

精神保健福祉センターとの調整を行った。

ウ 南部保健所管内警察署連絡会議

（ア）目的：精神障害者等の支援を円滑に進めていくため、南部保健所管内の警

察署等との情報の共有と連携を強化し、精神保健福祉業務の円滑な

推進を図ることとする。

※令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響により開催なし。

（５）自助組織支援

ア 断酒会・断酒家族会

お互いが体験談を語り合い、断酒を誓い継続するために共に支え合い、酒害者に

よる酒害者のための自助グループである。酒害に関する啓発活動や酒害相談を自主
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的に実施している。

表8 管内断酒会開催状況

令和2年度

名 称 日 時 時 間 場 所

糸満晴明病院断酒会 糸満晴明病院

浦添断酒新生会 毎週月曜日 19:00～21:00 浦添市保健相談センター
南部断酒会糸満例会 糸満市障害者生活支援センター

沖縄県断酒志茂田会 毎週火曜日 19:30～21:00 豊見城市与根公民館

豊見城断酒会支部例会 毎週水曜日 おきなわ ASK事務所内
「お酒の問題を考える会」

南部断酒会 毎週木曜日 19:00～21:00 南部保健所
浦添断酒会 浦添市保健相談センター

豊見城断酒会
毎週金曜日

豊見城市社会福祉センター

とよみ日曜昼例会 毎週日曜日 15:00～16:30 県立総合精神保健福祉センター
粟国断酒会 月2回（火） 19:00～21:00 粟国総合福祉センター

表9 管内断酒家族会開催状況

令和2年度

名 称 定例日 時 間 場 所

豊見城家族会
毎月

14:30～16:30 豊見城市社会福祉センター
第1日曜日

南部断酒家族会
毎月

14:30～16:30 南部保健所
第3日曜日
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